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　４月１日から家電リサイクルの対象品目が追加　ほか
でかけてみよう ふくちやま・ふくちねっと  ……　１６

　大正幼稚園では、日本の伝統文化から行儀作法や
感謝の心を学ぶため、 足  立  宗  香 さんの指導により、

あ だち そう こう

茶道教室を開いています。今年度最終回となった２４
日は、園児１１人がお茶をたて、友達や母親にもてな
しました。
　 藤  田  澄  寿  音 ちゃん（写真右）は「上手にお茶がた

ふじ た す ず ね

てられたよ。お母さんが“ありがとう”と言ってく
れてうれしかった」と話してくれました。

大正幼稚園「茶道教室」2
24

お
点
前
、ち
ょ
う
だ
い
い
た
し
ま
す

て 

ま
え
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現
在
、
４
月
２
日
の
供
用
開
始

に
向
け
て
、
三
段
池
公
園
内
で
新

武
道
館
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
武
道
館
建
設
工
事
は
、
平
成

　

年
度
の
現
地
調
査
に
始
ま
り
、

１８平
成　

年
７
月
に
工
事
に
着
手
し
、

１９

約
１
年
半
か
け
て
こ
の
た
び
完
成

と
な
り
ま
し
た
。

　

建
設
に
か
か
る
総
工
費
は　

億
１１

４
１
０
０
万
円
。
高
齢
者
や
妊
娠

中
の
人
、
障
害
の
あ
る
人
を
含
め
、

す
べ
て
の
人
が
利
用
し
や
す
い

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ
」
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
完
備
な
ど
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
府
北
部
で
は
唯
一

の
田
の
字
型
４
面
の
柔
道
場
と
剣

道
場
を
整
備
し
ま
し
た
。
剣
道
場

は
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
以
外
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

の
交
流
の
場
と
し
て
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
４
月
１
日（
水
）は
、
休
館
日
の

た
め
、
４
月
２
日（
木
）が
利
用

開
始
日
と
な
り
ま
す
。

■
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
６
９
）

２４

■
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
５
２
） 

２４

使
用
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

休
館
日

▼
毎
週
水
曜
日

 

※
法
律
で
定
め
る
休
日
と
重
な
る

　

場
合
は
、
翌
日
の
木
曜
日
。

▼
毎
年　

月　

日
〜
翌
年
１
月
３

１２

２８

日

超過使用料
（１時間につき）

午後 6時
～ 9時

午後 3時
～ 6時

正午～
午後 3時

午前 9時
～正午

　　　　　　使用時間
使用区分　　　　　　

1,500 円6,000 円4,000 円4,000 円4,000 円全 面

剣 道 場 700 円3,000 円2,000 円2,000 円2,000 円2 分の 1 面

400 円1,500 円1,000 円1,000 円1,000 円4 分の 1 面

1,500 円6,000 円4,000 円4,000 円4,000 円全 面

柔 道 場 700 円3,000 円2,000 円2,000 円2,000 円2 分の 1 面

400 円1,500 円1,000 円1,000 円1,000 円4 分の 1 面

400 円1,800 円1,200 円1,200 円1,200 円第 1 会議室
会 議 室

200 円900 円600 円600 円600 円第 2 会議室

　　　　　１人１回につき　　　　210円　　高校生以上
個 人
（占用を除く）

　　　　　１人１回につき　　　　100円　　中 学 生

無　　　　料小学生以下

●使用する人が入場料を徴収する場合は、上記の使用料の３倍の額となります。営利を目的と
する場合は、剣道場は上記の使用料の１２倍の額、会議室は上記の使用料の５倍の額となりま
す。（いずれも剣道場の全面使用または会議室の使用に限ります）
●市民以外の人が使用する場合は、上記の使用料の２倍の額となります。
●附属設備や冷暖房施設の使用料は、別途必要となります。 

武道館の使用料（剣道場 ･柔道場 ･会議室の使用料は税抜き、個人使用料は税込み）

新新武武道道館館オオーーププンン
４４月月２２日日



3 広報ふくちやま　H21（2009）．3．1

特集①　新武道館オープン

剣道場 

空　調 空　調 

機械室 機械室 控　室 控　室 

倉　庫 倉　庫 

空　調 空　調 

機械室 機械室 

A
.D

光
　
庭
 

階
段
室
 

エ
ント
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

男
性
便
所
 

女
性
便
所
 

男
　
性
 

更
衣
室
 

女
　
性
 

更
衣
室
 

中
会
議
室
 

小
会
議
室
 

LPG
庫
 

E
V

風
除
湿
 

ド
ラ
イ
エ
リ
ア
 

ド
ラ
イ
エ
リ
ア
 

事
務
室
 

応接室 応接室 

医
務
室
 

授
乳
室
 

湯
沸
室
 

剣道場 

空　調 
機械室 控　室 

倉　庫 

空　調 
機械室 

光
　
庭 

剣道場 

光
　
庭
 

柔道場 柔道場 

空　調 
機械室 倉　庫 

控　室 

空　調 
機械室 

空　調 
機械室 

空　調 
機械室 

光
　
庭 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル 

男
性
便
所 

女
性
便
所 

男性便所 

女
性 

便
所 
男性更衣室 

女性更衣室 

女
　
性 

更
衣
室 

自
販
機

自
販
機
コ
ー
ナ
ー 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ 

自
販
機
コ
ー
ナ
ー 

第
１
会
議
室 

第
　
２ 

会
議
室 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ト
イ
レ 

L
P
G
庫
 

EV

ド
ラ
イ
エ
リ
ア 

ド
ラ
イ
エ
リ
ア 

事
務
室 

応接室 

医
務
室 

授
乳
室 

湯
沸
室 

倉
　
庫 

倉
　
庫 

ドライエリア 

ドライエリア 

設
備
機
械
室 

E.V

ホ
ー
ル 

1 階 

入
口 

地 階 

男
　
性 

更
衣
室 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

▲ 

猿ケ島 
動物園 

都市緑化 
植物園 

児童科学館 

さくら橋 

大はらっぱ 

N

遊具広場 

多目的 
グランド 

P

P

P
P

P
P

三段池 

総合 
体育館 

トリム 
の広場 テ

ニ
ス
コ
ー
ト 府道 

↓ 

↓ 綾部市 
↑ 

↓ 
市街 

自由広場 

新武道館 

▲剣 道 場

▲エントランスホール

▲柔 道 場

1 階 床 面 積  

地 階 床 面 積  

延 床 面 積  

1983.02平方㍍ 

1813.58平方㍍ 

3796.60平方㍍ 

三段池公園へのシャトルバスの乗り入れ
　新武道館への交通の利便性を高めるた
め、シャトルバスの運行を予定しています。
　料金・時間など詳細は、決定次第、別途
お知らせします。
■生涯学習課（℡２４-７０６９）
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固
定
資
産
税

　

固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産

（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の

価
格
（
評
価
額
）
に
応
じ
て
納
め

て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

　

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
の
は
、毎
年
１
月
１
日
現
在
、市

内
に
固
定
資
産
を
所
有
す
る（
登

記
簿
ま
た
は
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
）人
で
す
。

税
額
を
決
定
す
る
ま
で
の
手
順

１　

価
格
（
評
価
額
）
の
決
定

　

国
が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基

準
に
基
づ
い
て
固
定
資
産
を
評
価

し
、
価
格
（
評
価
額
）
を
決
定
し

ま
す
。

①
土
地

　

地
目
別
の
評
価
方
法
に
よ
り
評

価
し
ま
す
。

▼
地
目
／
宅
地
・
田
・
畑
・
山
林

な
ど
。
登
記
簿
の
地
目
に
か
か
わ

り
な
く
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
の

現
況
の
地
目
に
よ
り
ま
す
。

▼
地
積
／
原
則
と
し
て
、
登
記
簿

に
記
載
さ
れ
て
い
る
地
積
で
す
。

▼
価
格
／
固
定
資
産
評
価
基
準
に

基
づ
き
、
売
買
実
例
価
額
を
も
と

に
算
定
し
た
正
常
売
買
価
格
を
基

礎
と
し
て
求
め
ま
す
。
な
お
、
宅

地
は
、
地
価
公
示
価
格
な
ど
の
７

割
を
め
ど
と
し
て
求
め
て
い
ま
す
。

②
家
屋

　

固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、

再
建
築
価
格
を
基
準
に
評
価
し
ま

す
。

　

評
価
額
＝
再
建
築
価
格（
※
１
）

×
経
年
減
点
補
正
率（
※
２
）

※
１
再
建
築
価
格　

評
価
の
対
象

と
な
っ
た
家
屋
と
全
く
同
一
の
も

の
を
評
価
の
時
点
に
お
い
て
そ
の

場
所
に
新
築
す
る
場
合
に
必
要
と

さ
れ
る
建
築
費
で
す
。
新
築
家
屋

も
在
来
家
屋
（
新
築
家
屋
以
外
の

家
屋
）
も
、
同
じ
方
法
で
再
建
築

価
格
を
求
め
ま
す
。

※
２
経
年
減
点
補
正
率　

家
屋
を

建
築
後
、
年
数
の
経
過
に
伴
い
生

じ
る
損
耗
状
況
に
よ
る
減
価
な
ど

を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
在
来
家
屋
の
評
価
額
が

前
年
度
の
額
を
超
え
る
場
合
、
通

常
前
年
度
の
額
に
据
え
置
き
ま
す
。

評
価
替
え

　

土
地
・
家
屋
は
、
３
年
ご
と
に

見
直
し
（
評
価
替
え
）
を
行
い
、

第
２
年
度
、
第
３
年
度
は
、
新
た

な
評
価
を
行
わ
ず
に
基
準
年
度

（
第
１
年
度
）
の
評
価
額
を
そ
の

ま
ま
据
え
置
き
ま
す
。

※
平
成　

年
度
は
基
準
年
度
で
す
。

２１

据
置
年
度
で
も
評
価
額
が
変
わ
る

場
合

▼
地
価
が
下
が
り
評
価
額
を
据
え

置
く
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
、

簡
易
な
方
法
に
よ
り
価
格
を
修
正

（
下
落
修
正
）

▼
利
用
状
況
の
変
更
や
分
筆
・
合

筆
な
ど
を
し
た
土
地
、
新
増
築
・

改
築
な
ど
を
し
た
家
屋
は
、
そ
の

翌
年
度
に
新
た
に
価
格
を
決
定

▼
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
家
屋
は
、
そ
の
翌
年
度
か
ら
評

価
額
を
減
額

③
償
却
資
産

　

工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て 

い
る
会
社
や
個
人
が
、
事
業
の
た

め
に
用
い
て
い
る
設
備
や
機
械
、

備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、

取
得
価
額
を
基
礎
に
、
取
得
後
の

経
過
年
数
に
応
ず
る
価
値
の
減
少

（
減
価
）を
考
慮
し
て
評
価
し
ま
す
。

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資

産
の
状
況
を
１
月　

日
ま
で
に
申

３１

告
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
申
告
に

基
づ
い
て
価
格
を
決
定
し
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
評
価
額
の
最
低
限

度
は
、
取
得
価
額
の
５
㌫
で
す
。

従
っ
て
、
い
く
ら
古
く
な
っ
た
償

却
資
産
で
も
事
業
に
使
っ
て
い
れ

ば
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

 

くらしとかかわる市税
～固定資産税・都市計画税～

　みなさんに納めていただいている固定資産税と都市計画税は、本市の市税の約４９㌫、歳入全
体の約１５㌫ を占めています。税は、みなさんのくらしを守り、地域の発展のためのさまざま
な行政サービスを行うためにとても大切なものです。みなさんに十分ご理解いただき、納税し
ていただくため、固定資産税と都市計画税のしくみについて紹介します。
■税務課資産税係（℡２４ - ７０２５）

（土地の課税標準額＋家屋の課税標準額＋償却
資産の課税標準額）×1.5㌫（固定資産税率）＝
固定資産税額 

税額の決定 

土地・家屋は3年ごとに価格を見直し 
評価替え 

総務大臣が定めた「固定資産評価基準」に基づ
いて固定資産を評価し価格を決定 

固定資産税額を決定するまでの流れ 
固定資産の評価と価格の決定 

再建築価格
を基準に評
価 

家屋 
毎年申告に基
づいて、価格を
決定 

償却資産 
地目別の評
価方法によ
り評価 

土地 

原則、固定資産課税台帳に登録された価格 
※課税標準の特例や土地についての負担調整措置など
が適用された場合は、適用後の額 

課税標準額の決定 

固定資産課税台帳に価格（評価額）を登録 
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２

税
額
の
算
出

課
税
標
準
額
×
税
率（
１
・
５
㌫
）

＝
税
額

①
課
税
標
準
額
の
算
定

　

税
額
の
基
礎
と
な
る
数
値
で
、

原
則
と
し
て
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
価
格
（
１
で
決
定

し
た
評
価
額
）
が
課
税
標
準
額
と

な
り
ま
す
。
住
宅
用
地
の
よ
う
に

課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
適
用
さ

れ
る
場
合
や
土
地
に
つ
い
て
負
担

調
整
措
置
（
下
の
Ｑ
＆
Ａ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）
な
ど
が
適
用
さ
れ
る

場
合
に
は
、
そ
の
課
税
標
準
額
は

そ
れ
ら
の
措
置
が
適
用
さ
れ
た
後

の
額
と
な
り
、
登
録
さ
れ
た
価
格

よ
り
も
低
く
算
定
さ
れ
ま
す
。

②
免
税
点

　

同
一
人
が
所
有
す
る
固
定
資
産

の
課
税
標
準
額
の
合
計
額
が
次
の

金
額
に
満
た
な
い
場
合
、
固
定
資

産
税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
土
地
／　

万
円

３０

▼
家
屋
／　

万
円

２０

▼
償
却
資
産
／
１
５
０
万
円

都
市
計
画
税

　

都
市
計
画
税
は
、
都
市
計
画
事

業
の
費
用
に
充
て
る
た
め
の
目
的

税
と
し
て
課
税
さ
れ
る
も
の
で
、

毎
年
１
月
１
日
に
都
市
計
画
法
に

よ
る
市
街
化
区
域
内
に
土
地
や
家

屋
を
所
有
す
る
人
に
固
定
資
産
税

と
合
わ
せ
て
課
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

た
だ
し
、
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
額
が
免
税
点
に
満
た
な
い
場

合
は
、
都
市
計
画
税
も
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

税
額
の
算
出

課
税
標
準
額
×
税
率（
０
・
１
㌫
）

＝
税
額

課
税
標
準
額
の
算
定

　

固
定
資
産
税
の
価
格
を
課
税
標

準
額
と
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
土

地
に
つ
い
て
は
固
定
資
産
税
と
同

様
の
負
担
調
整
措
置
が
あ
り
ま
す
。

納
税
の
方
法　
　
　
　
　
　
　
　

　

固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
を

合
わ
せ
て
、税
額
な
ど
を
記
載
し

た「
納
税
通
知
書
・
課
税
明
細
書
」

を
５
月
中
旬
ま
で
に
発
送
し
ま
す
。

　

５
月
、
７
月
、
９
月
、　

月
の

１２

４
回
に
分
け
る
か
、
一
括
し
て
市

役
所
・
各
支
所
・
金
融
機
関
の
い

ず
れ
か
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
納

付
に
は
、
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　

記
載
内
容
に
関
す
る
疑
問
は
、

税
務
課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

Ｑ　地価の下落によって土地の価格（評価額）
が下がっているのに税額はなぜ上がるのですか。
Ａ　平成６年度に、評価の均衡を図るため宅地
の評価水準を全国一律に地価公示価格などの７
割をめどとする評価替えが行われ、評価額が大
幅に上がりました。これにより、本来なら固定
資産税額が大幅に増えることになるのですが、
急激な税負担増加を防ぐため、なだらかに課税
標準額を上昇させる負担調整が行われました。
その結果、負担調整を行い新たに定められた税
額と本来納めるべき税額との差が大きい土地や
小さい土地ができてしまいました。

地価・評価額・課税標準額の推移状況

 

　しかし、地域や土地によってこうした格差が
あるのは税負担の公平の観点から問題があるた
め、平成９年度以降、負担水準（個々の宅地の
課税標準額が評価額に対してどの程度まで達し
ているかを示す割合）が均衡化するよう調整が
行われました。
　具体的には、負担水準が高い土地は税負担を
引き下げたり据え置いたりする一方、負担水準
が低い土地はなだらかに税負担を引き上げてい
く仕組みとなっています。現在は税負担の公平
を図るために、そのばらつきを是正している過
程にあり、地価が下落していても税額が上がる
という状況が生じています。
　従って、土地地価の動向にかかわりなくすべ
ての土地の税額が上がっているのではなく、税
額が上がっているのは、負担水準が低い土地に
限られます。

Ｑ　固定資産税は、いつからいつまでの税ですか。
Ａ　固定資産税は、毎年１月１日現在で固定資
産税課税台帳に所有者として登録されている人
に対し、その年の４月１日から始まる会計年度
分の税として課税する年税であり、いつからい
つまでの期間に対して課税するものではありま
せん。

特集②　くらしとかかわる市税

Ｑ＆Ａ　固定資産税に関する疑問にお答えします

14万円 
／㎡ 

昭和63年 平成6年 平成9年 平成12年 平成15年 平成18年 平成21年 

7万円 
／㎡ 

地価公示価格など 
凡例 

評価額 
課税標準額 

地価公示価格の7割 

負担水準60㌫に到達すると課税 
標準額は据え置きとなります。 

負担水準が70㌫に到達すると、 
評価額の70㌫が課税標準額に 
なります。 

（非住宅用地の場合の例） 負担水準＝前年度課税標準額／評価額 

据え置き 
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昨
年　

月
に
「（
仮
称
）
北
近
畿
の
都
セ

１０

ン
タ
ー
」
の
「
見
直
し
案
」
を
公
表
し
、

そ
の
後
市
議
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
に
お
い
て
、
建
設
の
是
非
を
は
じ
め

施
設
内
容
や
機
能
の
配
置
に
関
す
る
も
の

な
ど
、
多
く
の
皆
様
か
ら
幅
広
い
ご
意
見
、

ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
は
、
１
８
１

人
（
連
名
を
含
む
）
の
皆
様
か
ら
延
べ
２

６
５
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
ま
し
て
は
、「
舞
台
や
音
楽
の

専
門
性
を
重
視
し
た
ホ
ー
ル
が
必
要
（　
６２

件
）」、「
建
設
は
反
対
・
中
止
（　

件
）」、

３１

「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
展
示
の
ス
ペ
ー
ス

が
必
要
（　

件
）」、
こ
の
ほ
か
図
書
館
の

１７

充
実
を
望
む
ご
意
見
な
ど
を
頂
戴
い
た
し

ま
し
た
。

　

ど
の
ご
意
見
も
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か

ら
、
見
直
し
案
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、

本
市
の
将
来
を
真
剣
に
見
据
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
が
伺
え
、
改
め
て
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「（
仮
称
）北
近
畿
の
都
セ
ン
タ
ー
」
の
建

設
は
、
内
容
・
機
能
・
運
営
経
費
に
対
し

て
多
様
な
ご
意
見
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
現

在
の 
未  
曾  
有 
の
経
済
不
況
に
よ
る
社
会
経

み 

ぞ 

う

済
情
勢
の
動
向
や
本
市
の
財
政
状
況
へ
の

影
響
が
不
透
明
で
あ
る
こ
と
を
考
え
ま
す

と
き
、
慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
現
時
点
に
お
い
て

は
計
画
を
い
っ
た
ん
凍
結
し
、
平
成　

年
２１

度
の
予
算
化
を
見
送
る
こ
と
が
最
善
で
あ

る
と
判
断
い
た
し
ま
し
た
。

　

建
設
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る
皆
様
に

は
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
本

市
を
取
り
巻
く
状
況
な
ど
か
ら
こ
の
よ
う

な
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

今
後
の
建
設
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、

社
会
経
済
情
勢
と
本
市
の
財
政
状
況
を
見

極
め
る
と
と
も
に
、
北
近
畿
の
交
流
拠
点

と
し
て
の
都
市
機
能
の
強
化
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
民
や
市

議
会
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

本
市
と
皆
様
の
将
来
に
と
っ
て
最
も
望
ま

し
い
形
と
な
る
よ
う
熟
慮
と
検
討
を
深
め
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
方
針
を
出
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ま
で
、
今
し
ば
ら
く
お
時
間
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

福
知
山
市
長　

松
山
正
治　

　

９
人
（
連
名
を
含
む
）
の
皆
様
か
ら
延

ベ　

件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１３
※
ご
意
見
は
、
主
旨
を
変
更
し
な
い
程
度

　

に
要
約
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

建
設
に
つ
い
て

●
市
民
負
担
の
増
大
や
建
設
理
由
の
説
明

が
不
十
分
な
の
で
建
設
に
は
反
対
。

●
財
政
再
建
を
最
優
先
さ
せ
る
べ
き
。
建

設
に
は
反
対
。

●
基
本
的
に
賛
成
す
る
が
、
さ
ら
に
建
設

費
を
削
減
す
る
べ
き
。

●
建
設
に
賛
成
。
当
初
計
画
の
ま
ま
で
よ

い
。

建
設
場
所
に
つ
い
て

●
高
台
へ
の
建
設
に
は
賛
同
で
き
る
。

機
能
に
つ
い
て

●
免
震
構
造
は
指
令
管
制
エ
リ
ア
の
み
で

よ
い
。

●
市
民
防
災
機
能
は
不
必
要
。
防
災
教
育

は
地
域
へ
出
向
く
べ
き
。

そ
の
他

●
現
在
の
消
防
署
は
ど
う
な
る
の
か
。

市
の
考
え

建
設
の
必
要
性
と
建
設
費
用
な
ど

　

現
消
防
署
は
、
築　

年
を
経
過
し
、
老

４６

朽
化
が
激
し
い
う
え
に
、
浸
水
想
定
区
域

に
位
置
し
、
耐
震
性
能
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
１
１
９
番
通
報
を
受
け
る
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、
想
定
を
上
回
る
地
震
・
台

風
・
豪
雨
災
害
な
ど
が
頻
発
し
て
お
り
、

命
を
守
る
た
め
の
市
民
防
災
教
育
の
重
要

性
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
消
防
署
を
併
設
し
た

安
心
・
安
全
の
防
災
拠
点
「
総
合
防
災
セ

ン
タ
ー
」
の
建
設
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
建
設
費
を
さ
ら

に
削
減
す
る
と
と
も
に
、
有
利
な
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
の

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

防
災
教
育

　

出
前
講
座
な
ど
、
地
域
へ
出
向
い
て
行

う
姿
勢
は
変
え
ず
、
今
ま
で
以
上
に
充
実

し
た
防
災
教
育
を
実
施
で
き
る
機
能
を
持

た
せ
ま
す
。

免
震
構
造

　

今
後
、
指
令
管
制
エ
リ
ア
の
み
を
免
震

対
応
に
す
る
な
ど
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
り

ま
す
。

現
在
の
消
防
署

　

防
災
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
場
合
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
総
合
的
な
観

点
か
ら
市
と
し
て
の
方
針
を
示
す
こ
と
と

し
ま
す
。

■
消
防
本
部
（
℡　

‐
０
１
１
９
）

２４

（
仮
称
）福
知
山
市

 
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

　
 
建
設
計
画
へ
の
意
見

「（
仮
称
）北
近
畿
の
都
セ
ン
タ
ー
」の

　
　
　

建
設
を
い
っ
た
ん
凍
結
し
ま
す

大型事業見直し案のパブリックコメントにお答えします



　今後より一層充実したホームページにするため、みなさんからのご意見やご感想をお
聞かせください。裏面に記載する調査項目について、あてはまると思われる番号などを
下のはがきの裏面にご記入いただき、郵送してください。

応募期間　　３月５日（木）～２７日（金）
応募方法　　次の２つの方法で応募できます。
　　　　　　①下のはがきを「切り取り線」で切り離し、郵送してください。（切手不要）
　　　　　　②市のホームページから応募してください。
　　　　　　※応募は、１人１通に限ります。
問い合わせ先　　福知山市企画管理部秘書広報課広報係
　　　　　　　　　　〒６２０－８５０１　福知山市字内記１３番地の１　　℡ ２４ - ７０００　
　　　　　　　　　　　ホームページ http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

6
2
0
8
7
9
0

郵
　
便
　
は
　
が
　
き
 

福 知 山 市 字 内 記 １３ 番 地 の １ （ 内 記 三 丁 目 ） 

福 知 山 市 役 所  

　 　 企 画 管 理 部 秘 書 広 報 課 　 行  

福
知
山
支
店
 

承
　
認
 

料
金
受
取
人
払
郵
便
 

差
出
有
効
期
間
 

平
成
21
年
3
月
 

29
日
ま
で
　
　
 

（
切
手
不
要
）
 

52
5

市ホームページの
アンケートに
ご協力ください

切 り 取 り 線

切
り
取
り
線



福知山市ホームページに関する調査項目
以下の設問にご回答ください
問１　福知山市ホームページ（以下「ホームページ」）をご覧になっていますか

　　　①見ている　　　　　　　②見たことがない 

問２　問１で、②見たことがないと回答された人で、その理由は何ですか

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※問３から問６までは、問１で「①見ている」と回答された人のみご回答ください。

問３　ホームページをご覧になる頻度はどうですか

　　　①毎日見る　　　②週に２、３回程度　　　③月に２、３回程度　　　④年に数回程度

問４　ホームページに対する印象はどうですか

　　　①わかりやすい　　　　　②ふつう　　　　　③わかりにくい

問５　あなたが求める情報は探しやすいですか

　　　①探しやすい　　　　　　②探しにくい　　　　　　　③わからない

問６　問５で、どのような情報が探しにくかったですか

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問７　今後、充実してほしい情報は何ですか

　　　①観光・イベント　　②生活・福祉　　③市の施策・計画など　　④その他（　　　　）

問８　あなたは市政情報をまず何から収集しますか

　　　①ホームページ　②広報ふくちやま　③新聞・テレビ　④ラジオ　⑤その他（　　　　）

問９　携帯電話向けのホームページがあれば使用されますか

　　　①使用する　　　　　　　②使用しない

問１０　わかりにくい点、改善してほしい点など　ご意見・ご感想をお聞かせください。（自由記載）

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　～ご協力ありがとうございました～　　

福知山市ホームページのアンケート
よろしければご記入ください

年齢・性別（あてはまるものに○をつけてください）　　自治会名（　　　　　　　）
　１０代以下 ･２０代 ･３０代 ･４０代 ･５０代 ･６０代 ･７０代以上　　　　　性別　　男・女
番号を記入または必要事項を記載してください。 

問５問４問３問２問１

問８問７問６

問１０問９

切 り 取 り 線

切
り
取
り
線
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●
下
村
脩
さ
ん
か
ら
市
長
に
手
紙
が
届
き

ま
し
た
。

　

昨
年　

月
、
下
村
さ
ん
の
栄
誉
を
顕
彰

１２

す
る
た
め
、
福
知
山
市
名
誉
市
民
の
称
号

を
贈
る
旨
を
松
山
市
長
か
ら
電
話
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。
下
村
さ
ん
か
ら
松
山
市

長
あ
て
に
そ
の
お
礼
を
か
ね
た
手
紙
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
下
の
と
お
り
で

す
。

●
下
村
脩
さ
ん
の
帰
福
は
今
秋
　
　
　

　

下
村
さ
ん
の
帰
福
を
多
く
の
市
民
が
待

ち
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

市
で
は
下
村
さ
ん
に
、
３
月
の
帰
国
の

際
に
は
ぜ
ひ
福
知
山
市
へ
お
越
し
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
末
に
下
村
さ
ん
か
ら
そ
の
返
事
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
３
月

下
旬
の
帰
国
の
際
に
は
長
崎
・
東
京
・
名

古
屋
で
行
事
が
立
て
込
ん
で
い
る
た
め
、

関
西
圏
に
立
ち
寄
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組

め
ず
「
非
常
に
残
念
な
が
ら
あ
き
ら
め
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
」
と
い
う
大
変
残
念
な
も

の
で
し
た
。
し
か
し
文
末
に
「
今
年
の
秋

に
改
め
て
帰
国
し
、
そ
の
際
は
ぜ
ひ
福
知

山
市
に
行
き
た
い
」
と
い
う
う
れ
し
い
お

言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

秋
に
下
村
さ
ん
が
帰
福
さ
れ
た
際
に
は
、

市
を
挙
げ
て
お
迎
え
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
歓
迎
行
事
な
ど
の
内
容
が
決
定
し

ま
し
た
ら
広
報
ふ
く
ち
や
ま
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
下
村
脩
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
募
集

期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

１
月
１
日
か
ら
２
月　

日
ま
で
募
集
し

２７

て
い
た
下
村
さ
ん
へ
の
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
応
募
を
、
８
月　

日
ま
で
期
間

３１

を
延
長
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
「
下
村
さ
ん
の
コ
コ
が
知
り
た
い
」
を

連
載
し
ま
す
。

　

下
村
さ
ん
に
つ
い
て
、
下
村
さ
ん
の
功

績
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
が
知
り
た
い
こ

と
を
広
報
ふ
く
ち
や
ま
４
月
１
日
号
か
ら

連
載
し
ま
す
。

　ノーベル化学賞を受賞され、日々研究に
励まれている下村脩さん。福知山市への里
帰りなど、最近の状況についてお知らせし
ます。
■秘書広報課（℡２４ - ７０３２）

 下  村  脩 さん
しも むら おさむ

お帰りお待ちしています
長崎大学　提供
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～姉妹都市情報～ 

まちかど 
ウオッチング 

「広報ふくちやま」にあなたが写っていたら、
サービスサイズを１枚差し上げます。
■秘書広報課広報係（℡２４‐７０００）

　昭和１３年に 竣  工 された両橋は、 菟  原 中
しゅん こう う ばら

から菟原下地内の土師川に架かるアーチ
橋です。橋面の下部や高欄など随所に小
さなアーチが組み込まれるなどの意匠に
優れた山陰街道の名橋で、国道９号から
全容が見渡せます。旧菟原村が村有林を
売却して地元負担金にあてた歴史もあり、
まさに地域をあげて作られた資産です。

　すべての人が幸せを実感できる男女共
同参画社会の実現をめざし「くらし・健
康・はばたきフェスタ２００８第２部」を開
催しました。記念講演「パパはてんやわ
んや～元裁判官の子育て日記～」では、
龍谷大学法科大学院准教授の 平  野  哲  郎 さ

ひら の てつ ろう

んが「まだまだ男性が育児休暇をとりに
くい環境だが、子育てにはお金や時間で
計られない幸福感がある。だれもが職業
生活と家庭生活が両立できるよう、社会
の意識を変えよう」と熱く語られました。

男女（とも）に楽しく生きるために

くらし・健康・はばたき
フェスタ２００８第２部

2
21

2
3

　福知山市は、昭和５８（１９８３）年３月１日に長崎県島原市と姉妹都市
提携を結び、今年２６周年を迎えました。昨年１０月に島原市への友好
親善訪問を実施した際には９５人の参加がありました。毎年福知山
マラソンには島原市の選手を招待するなど、文化・スポーツ活動な
ど通じて市民の相互交流が盛んに行われています。
　姉妹都市提携時に市役所の庭園に植えられた島原市の木「紅梅」
は、３月中旬には開花する見込みです。市役所へ来られた際には、ぜ
ひご覧ください。

　有仁小学校の１年生１２人が、国語科「たぬ
きの糸車」の学習で糸車の使い方を京都府
立丹後郷土資料館の 井  之  本  泰 さんに教わ

い の もと やすし

りました。子どもたちは、昔の機械を使って
綿の種を取ったり、綿をこよりのようによっ
て糸状にしたものを巻きつけたりする作業
に熱心に取り組みました。
　 上  原  小  晴 さんは「糸をつむぐときに、井

うえ はら こ はる

之本さんが“お上手やなあ”と言ってくれて
うれしかったです」と話してくれました。

地域の資産を大切に伝えよう

 両  橋 が ｢ 土木学会選奨土木遺産 ｣に認定
りょう はし

昔の機械　上手に使えたかな

 
有  
仁 
小
学
校

ゆ
う 
じ
ん

　
「
糸
車
体
験
」
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国
民
年
金
に
は
、　

歳
以
上
の

２０

高
校
、
大
学
、
専
門
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
の
学
生
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
保
険

料
を
納
付
し
な
い
こ
と
を
認
め
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
は
１
年
中
い
つ
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

※
申
請
は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
の
受
給
資
格
に
は
算
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

し
ま
せ
ん
。
保
険
料
は
、　

年
以

１０

内
で
あ
れ
ば
、
古
い
期
間
か
ら
順

に
追
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法
／
学
生
証
の
コ
ピ
ー
ま

た
は
在
学
証
明
書
を
添
え
て
住
民

登
録
地
の
市
区
町
村
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
度
に
申
請
し
た
学
生

２０

が
、　

年
度
も
引
き
続
き
同
じ

２１

学
校
に
在
学
し
て
い
る
場
合
、

４
月
初
め
に
社
会
保
険
庁
か
ら

必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
は
が

き
形
式
の
申
請
書
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し

て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
舞
鶴
社
会
保
険
事
務
所

（
０
７
７
３
‐　

‐
１
１
６
５
）

７８

■
市
民
課
国
民
年
金
係

（
℡　

‐
７
０
５
７
）

２４

　

国
民
健
康
保
険
の
資
格
の
取
得
、

喪
失
な
ど
異
動
の
あ
っ
た
と
き
は
、

必
ず　

日
以
内
に
世
帯
主
が
届
け

１４

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が

遅
れ
る
と
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
保
険
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

▼
ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し

た
と
き
／
ほ
か
の
市
区
町
村
の
転

出
証
明
書
、
印
鑑

▼
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め

た
と
き
／
職
場
の
健
康
保
険
を
や

め
た
証
明
書
、
印
鑑

▼
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶

養
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
／
被
扶

養
者
で
な
い
理
由
の
証
明
書
、
印

鑑国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き

▼
ほ
か
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る

と
き
／
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑

▼
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き
・
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き
／

国
民
健
康
保
険
証
、
職
場
の
健
康

保
険
証
、
印
鑑

そ
の
他

▼
就
学
の
た
め
転
出
し
た
と
き
／

国
民
健
康
保
険
証
、
在
学
証
明
書
、

印
鑑

▼
市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
・
世
帯
が
分
か
れ
た
り
一
緒
に

な
っ
た
り
し
た
と
き
／
国
民
健
康

保
険
証
、
印
鑑

■
保
険
課
国
保
料
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
１
９
）

２４

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は

　

日
以
内
に

14

「セルフメディケーション」とは
　健康や医療に関する情報・知識を得て、健
康管理や軽い病気、けがの手当てを自らの判
断で行うことです。たとえば、風邪気味のと
きにバランスのよい食事と十分な睡眠をとる
などです。こうした日常的な健康管理により、
病気にならない、あるいは軽度なうちに治し
てしまう習慣を根づかせることで、治療にか
かる時間と費用を省くことができます。
正しい情報・知識を身につけましょう
　不十分または誤った知識によるセルフメ
ディケーションは、かえって悪い結果となる
可能性があります。 
　まず自分の健康状態や生活習慣を十分に知
り、薬の種類や効き方、使い方などについて
正しい情報を身につけることが大事です。
　判断できないときは、医師・薬剤師など専

門家に相談しましょう。
医薬品を購入する場合は
①症状　②アレルギーや副作用の有無　③ほ
かに使用している薬　④妊娠の有無　などを
伝えて相談してから、購入しましょう。
医薬品には、「医療用医薬品」と「一般用医薬
品」とがあります。
医療用医薬品／おもに医師が処方する医薬品
一般用医薬品（ＯＴＣ医薬品）／Over The 
Counteの略で、 薬局やドラッグストアーなど
でカウンター越しに販売される医薬品
　薬を受け取る場合は、医師や薬剤師などか
らよく説明を受け、医薬品は正しい用法・用
量を守って使用しましょう。

■福知山市健康づくり推進協議会（事務局　
健康推進室内　℡２３‐２７８８）

けんこう 知識 薬と健康～セルフメディケーション～
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と
き
・
と
こ
ろ

①
３
月　

日（
祝
）

２０

　

午
前　

時
〜
午
後
０
時　

分

１０

３０

　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

　

ジ
ャ
ス
コ
福
知
山
店（
岩
井
）

②
３
月　

日（
火
）

２４

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

　

午
後
０
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

　

北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
）

③
３
月　

日（
金
）

２７

　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

　

午
後
０
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

 

　

京
都
府
福
知
山
総
合
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
篠
尾
新
町
）

※
全
会
場
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
。

■
京
都
府
福
知
山
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
（
℡　

‐
６
６
３
０
）

２７

　

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の

石
油
暖
房
器
具
は
、
必
ず
灯
油
を

抜
い
て
か
ら
燃
や
さ
な
い
ご
み
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
灯
油
が

残
っ
た
ま
ま
だ
と
火
災
な
ど
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
乾
電 

池
も
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。
自
動

点
火
し
て
火
災
に
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

灯
油
の
抜
き
方

　

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
灯
油
は
、

「
給
油
タ
ン
ク
」
と
「
内
蔵
タ
ン

ク
」
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

「
内
蔵
タ
ン
ク
」
は
、
多
く
の

場
合
「
給
油
タ
ン
ク
」
の
下
部
に

あ
り
、
見
か
け
は
空
で
も
フ
ィ
ル

タ
ー
を
外
し
た
下
に
灯
油
が
残
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
十
分
空
だ
き
を
す
る
。

②
ス
ポ
イ
ト
な
ど
で
内
蔵
タ
ン
ク

の
灯
油
を
抜
く
。

の
い
ず
れ
か
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
種
類
に
よ
り

　

異
な
り
ま
す
が
、
内
蔵
タ
ン
ク

　

に
残
っ
て
い
る
灯
油
は
５
０
０

　

〜
６
０
０
Ｃ
Ｃ
程
度
あ
り
ま
す
。

廃
棄
の
仕
方

▼
指
定
ご
み
袋
に
入
っ
て
、
袋
の

口
が
結
べ
る
場
合→

月
に
１
回
の

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
収
集
日
に
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
場
合

→

粗
大
ご
み
と
し
て
、
環
境
パ
ー

ク
に
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
循
環
社
会
形
成
課
循
環
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
７
１
） 

２４

 
　

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法

（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
平
成

　

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
リ

２１サ
イ
ク
ル
対
象
機
器
が
追
加
に
な

り
ま
す
。

新
た
に
追
加
さ
れ
る
対
象
機
器

　

液
晶
式
テ
レ
ビ
・
プ
ラ
ズ
マ
式

テ
レ
ビ
（
薄
型
テ
レ
ビ
）、
衣
類
乾

燥
機

現
在
の
対
象
機
器
／
テ
レ
ビ
（
ブ

ラ
ウ
ン
管
式
）、
エ
ア
コ
ン
、
洗
濯

機
、
冷
蔵
庫
（
冷
凍
庫
含
む
）

廃
棄
す
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ

か
の
処
理
を
し
て
く
だ
さ
い

①
お
買
い
求
め
の
販
売
店
で
引
き

取
っ
て
も
ら
う
（
有
料
）。

②
郵
便
局
で
リ
サ
イ
ク
ル
の
手
続

き
を
し
て
（
有
料
）、
指
定
さ
れ
た

業
者
に
直
接
持
ち
込
む
。

※
４
月
１
日
よ
り
、
指
定
袋
に

入
っ
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ

れ
て
い
て
も
収
集
し
ま
せ
ん
。

環
境
パ
ー
ク
へ
直
接
持
ち
込
み

も
で
き
ま
せ
ん
。

■
循
環
社
会
形
成
課
循
環
推
進
係

（
℡　

‐
７
０
７
１
）

２４

３
月
の
献
血

骨
髄
ド
ナ
ー
バ
ン
ク
登
録
会

　の納期限日です。■保険課国保料係（℡２４‐７０１９）■高齢者福祉課介護保険係（℡２４‐７０１３）■高齢者福祉課高齢者医療係（℡２４‐７０１８）

石
油
暖
房
器
具
の
廃
棄
は

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

４
月
１
日
か
ら
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
の
対
象
品
目
が
追
加

燃やすごみ ･ 燃やさない
ごみ・容器包装プラス
チック専用指定袋の価格
　広報ふくちやま２月１日号４㌻に掲載し
た、５月１日収集分からの燃やすごみ ･燃
やさないごみ･容器包装プラスチック専用
指定袋の価格は、１０枚１組のもので、消費
税を含んでいません。また、専用指定袋の
容量は、従来と変わりありません。
■循環社会形成課循環推進係（℡２４‐７０７１）

５月１日収集分からの専用指定袋

価格　※消費税別。
枚数容量サイズ 容器包装プ

ラスチック
燃やすごみ･
燃やさないごみ

３００円４００円

１０枚１組

４５㍑大

２００円３００円３０㍑中

１００円１５０円２０㍑小

上からのぞくと、内蔵タンクの 
フィルターが見えます。 

給油タンク 

内蔵タンク 
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福
知
山
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、

「
緑
の
募
金
運
動
」
を
行
い
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
募
金
の
一
部
を
活
用

し
、
自
治
会
な
ど
に
サ
ク
ラ
や
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
な
ど
の
苗
木
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

募
集
期
間（
緑
化
運
動
強
化
月
間
）

　

３
月　

日（
祝
）〜
５
月　

日

２０

３１

（
日
）

募
金
額

　

１
世
帯
当
た
り　

〜
１
０
０
円

５０

■
林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
７
０
４
７
）

２４

引
っ
越
し
す
る
人
は
届
け
出
を

　

市
ガ
ス
・
水
道
を
使
っ
て
い
る

人
で
引
っ
越
し
を
す
る
場
合
は
、

開
栓
・
閉
栓
の
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か

け
て
は
、
引
っ
越
し
が
多
く
、

開
・
閉
栓
業
務
が
非
常
に
こ
み
合

い
ま
す
の
で
４
〜
５
日
前
に
お
客

さ
ま
番
号
（
現
在
ご
使
用
の
人
は

使
用
量
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
新
し

く
ご
使
用
の
人
は
建
物
の
ド
ア
ノ

ブ
の
エ
フ
に
記
載
）
を
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
ガ
ス
の
開
栓
に
は
、

立
ち
会
い
が
必
要
で
す
。

受
水
槽
な
ど
の
清
掃
・
検
査

の
お
願
い

　

受
水
槽
や
高
架
タ
ン
ク
は
、
衛

生
面
や
管
理
の
た
め
、
設
置
者
の

責
任
と
し
て
年
１
回
の
清
掃
と
検

査
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
部
の
簡
易
水
道
地
域
が
上
水
道

地
域
へ
統
合
に
な
り
ま
す

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
川
北
・

２１

佐
賀
・
田
野
・
上
六
人
部
・
豊

富
・
上
豊
富
の
６
簡
易
水
道
地
域

が
上
水
道
地
域
に
統
合
に
な
り
ま

す
。
統
合
に
伴
う
料
金
改
定
な
ど

に
つ
い
て
は
、
６
簡
易
水
道
地
域

の
み
な
さ
ん
へ
各
戸
配
布
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
ガ
ス
水
道
部
営
業
課
料
金
係

　
　
　
　
　
（
℡　

‐
６
５
０
１
）

２２

　

福
知
山
市
民
病
院
は
、
平
成　
２１

年
４
月
１
日
か
ら
、
厚
生
労
働
省

が
推
進
す
る
「
診
断
群
分
類
別
包

括
支
払
制
度（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）」の
対
象

病
院
と
な
り
、入
院
医
療
費
の
計

算（
支
払
い
）方
式
が
変
わ
り
ま
す
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
は

　

患
者
が
何
の
病
気
で
あ
っ
た
か

（
診
断
群
分
類
）に
よ
っ
て
診
療
報

酬
が
決
ま
る
制
度
。

　

こ
の
分
類
を
、急
性
期（
病
気
が

発
症
し
て
間
も
な
い
状
態
の
こ

と
）入
院
医
療
費
の
算
出
に
適
用

し
た
も
の
を「
診
断
群
分
類
別
包

括
支
払
制
度
」（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）と
呼
ん

で
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
は
病
名
と
治
療
行
為

に
よ
り
、
厚
生
労
働
省
が
細
か
く

定
め
た
１
日
あ
た
り
定
額
の
医
療

費
を
基
本
に
計
算
を
行
い
ま
す
。

　

定
額
の
中
に
含
ま
れ
る
の
は
、

検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
注
射
・
処

置
な
ど
の
費
用
で
、
ど
こ
の
病
院

で
あ
っ
て
も
同
様
の
治
療
で
あ
れ

ば
同
額
の
医
療
費
と
な
り
、
治
療

と
医
療
費
が
標
準
化
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
手
術
な
ど
医
師
の
専

門
的
な
技
術
に
よ
る
部
分
は
、
病

院
差
が
あ
る
た
め
従
来
ど
お
り
出

来
高
払
い
制
度
（
患
者
に
行
っ
た

治
療
行
為
を
積
み
上
げ
て
医
療
費

を
算
出
す
る
方
法
）
で
計
算
し
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
よ
り
算
定
し
た
１
日
あ

た
り
定
額
の
医
療
費
と
出
来
高
払

い
に
よ
る
医
療
費
を
合
算
し
た
も

の
が
医
療
費
の
総
額
に
な
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
は
平
成　

年
度
か
ら
国

１５

公
立
の
大
学
病
院
や
国
の
医
療
機

関
で
導
入
が
始
ま
り
、
昨
年
７
月

現
在
７
１
８
の
急
性
期
病
院
が
こ

の
制
度
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
ま

た
本
年
７
月
に
は
１
４
１
６
病
院

に
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
対
象
と
な
る
人

　

医
療
保
険
で
入
院
治
療
を
受
け

る
人

※
外
来
診
療
、
自
賠
責
・
労
災
、

自
費
に
よ
る
入
院
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

一
部
負
担
金
の
計
算
方
法

　

従
来
と
基
本
的
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
入
院
後
、
症
状
な
ど
の
経
過
や

治
療
内
容
に
よ
っ
て
定
額
部
分

が
変
更
に
な
る
場
合
は
、
請
求

額
が
変
動
す
る
た
め
、
月
末
や

退
院
時
に
差
額
の
調
整
を
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
も
従
来

と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

■
福
知
山
市
民
病
院
医
事
課
医
療

係（
℡　

‐
２
１
０
１
） 

２２

　　
　

 
Ｑ  
遺
産
分
割
に
あ
た
り
、
話
し

合
い
が
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

 
Ａ 
相
続
人
が
複
数
い
る
場
合
は
、

相
続
人
の
話
し
合
い
に
よ
り
遺
産

を
分
割
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

話
し
合
い
が
ま
と
ま
ら
な
い
場
合
、

家
庭
裁
判
所
に
遺
産
分
割
調
停
を

申
し
立
て
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

遺
産
分
割
調
停
は
、
相
続
人
の
う

ち
の
一
人
の
住
所
地
ま
た
は
当
事

者
が
合
意
し
た
家
庭
裁
判
所
に
申

し
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

遺
産
分
割
協
議
の
時
間
的
な
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
動
産
の

登
記
を
放
置
し
て
お
く
と
、
相
続

権
の
あ
る
人
が
次
第
に
増
え
て
、

遺
産
分
割
の
協
議
が
整
わ
な
く
な

り
が
ち
で
す
。
早
め
に
登
記
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
法
律
の
専
門
家
に
よ

る
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
広
報
ふ
く
ち
や
ま
お

知
ら
せ
号
の
「
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
秘
書
広
報
課
市
民
相
談
係

（
℡　

‐
７
０
２
７
）

２４

緑
の
募
金
運
動

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

ガ
ス
水
道
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

４
月
１
日
か
ら
入
院
医
療
費
の

支
払
い
方
式
が
変
わ
り
ま
す

千
年
の
歴
史
に
彩
ら
れ
た
人
と
自
然
が
共
生
す
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
森
づ
く
り
を
考
え
ま
せ
ん
か
。入
場
無
料
、申
込
不
要
で
す
。

と
き
／
３
月　

日（
土
）午
後
１
時　

分
〜　

と
こ
ろ
／
サ
ン
プ
ラ
ザ
万
助（
篠
尾
新
町
）　

■
農
林
管
理
課
計
画
係（
℡　

‐
７
０
４
１
）

２８

３０

２４

福
知
山
千
年
の
森
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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職
員
の
給
与
の
状
況
と
職
員
数

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
こ

こ
で
お
知
ら
せ
す
る
給
与
は
、
税

や
保
険
料
な
ど
を
差
し
引
く
前
の

額
で
、
い
わ
ゆ
る
「
手
取
り
額
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
職
員
課
人
事
給
与
係

（
℡　

‐
７
０
３
４
）

２４

職
員
数
の
状
況

部
門
別
職
員
数

　

職
員
数
に
は
、
休
職
者
や
派
遣

職
員
な
ど
を
含
み
ま
す
が
、
臨
時

職
員
や
非
常
勤
職
員
は
除
い
て
い

ま
す
。

　

増
加
の
お
も
な
理
由
は
、
市
民

病
院
の
診
療
機
能
の
強
化
に
よ
る

看
護
体
制
の
充
実
、
介
護
保
険
業

務
の
充
実
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

減
少
の
お
も
な
理
由
は
、
業
務
の

統
合
や
退
職
に
よ
る
人
員
不
補
充

に
よ
る
も
の
で
す
。

給
与

普
通
会
計
決
算
に
占
め
る
人
件
費

　

普
通
会
計
と
は
、
一
般
会
計
・

休
日
急
患
診
療
所
費
特
別
会
計
を

合
算
し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
普
通
会
計
決
算

１９

歳
出
額
３
７
６
億
４
０
６
６
万
２

０
０
０
円
の
う
ち
、
人
件
費
は　
７４

億
５
６
９
２
万
円
（　

・
８
㌫
。

１９

平
成　

年
度
よ
り
１
・
２
㌫
増
加
）

１８

で
し
た
。

 

　

人
件
費
率
増
の
要
因
は
、
退
職

者
の
増
加
に
伴
う
退
職
手
当
が
前

年
度
に
比
べ
て
約
２
億
７
０
０
０

万
円
増
額
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

給
料
／
一
般
職
の
職
員
の
基
本
給

期
末
・
勤
勉
手
当
／
年
２
回
支
給

す
る
賞
与
に
相
当
す
る
額
。
給
料

月
額
な
ど
に
一
定
の
支
給
率
を
掛

け
た
額

報
酬
／
議
員
な
ど
の
特
別
職
や
非

常
勤
職
員
の
給
与

共
済
費
／
共
済
組
合
、
社
会
保
険

な
ど
の
事
業
主
負
担
額

退
職
手
当
／
退
職
の
日
の
給
料
月

額
に
一
定
の
支
給
率
を
掛
け
た
額

職
員
手
当
／
扶
養
手
当
・
通
勤
手

当
・
超
過
勤
務
手
当
な
ど

平
均
給
料
月
額
・
平
均
年
齢

 

初
任
給
・
経
験
年
数
別
の
給
料
月

額期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
率

特
別
調
整
額
の
支
給
割
合

 

退
職
手
当
の
支
給
率

　

一
人
当
た
り
の
平
均
支
給
額
は
、

平
成　

年
度
に
退
職
し
た
職
員
の

１９

平
均
額
で
す
。

特
別
職
の
給
料
・
報
酬
月
額

　

市
長
・
副
市
長
の
給
料
は
、
条

例
に
よ
り
平
成　

年
３
月
ま
で　

２１

１０

㌫
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
４
月
か
ら
平

２１

成　

年
３
月
ま
で
、
市
長
の
給
料

２２
を　

㌫
、
副
市
長
の
給
料
を　

㌫

２０

１５

減
額
す
る
予
定
で
す
。
３
月
議
会

の
議
決
を
受
け
て
決
定
し
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
と

職
員
数
の
状
況

　るバス交通　　■生活交通課交通対策係（℡２４‐７０２０）

普通会計の人件費内訳 

給料 
27億6381万円 
（27.1㌫） 

期末・勤勉手当 
11億6595万円 
（15.6㌫） 

市長･議員・各種委員等給料・報酬 
9億7500万円（13.1㌫） 

共済費 
9億6260万円 
（12.9㌫） 

退職手当 
9億4234万円 
（12.6㌫） 

職員手当 
6億4722万円 
（8.7㌫） 

給料 
27億6381万円 
（37.1㌫） 

期末・勤勉手当 
11億6595万円 
（15.6㌫） 

人件費 
74億 

5692万円 

合計
公営企業会計などの部門

計

普通会計

部門 特別行政部門一般行政部門

小計その他下水道水道病院小計消防教育小計福祉一般
行政

１２７０５２４５９３２３８３９５７４６１９３１０４８９５５３２０３３５０平成
２０年度

１２８４５１２５６３３３８３８５７７２１９４１０３９１５７８２１０３６８平成
１９年度

△１４１２３△１０１０△２６△１１△２△２５△７△１８対前年
増減数

国福知山市
区分 平均

年齢
平均給料
月額

平均
年齢

平均給料
月額

４１歳１月３２５,１１３円４４歳４月３４４,９００円
一　般
行政職

４８歳９月２８４,６７９円５３歳６月３３４,５００円
技　能
労務職
（注）一般行政職とは、消防職や看護保健職、

技能労務職などを除いた職員。技能労務
職とは、給食調理員などをいいます。

（平成２０年４月１日現在）

国福知山市区分
１７２，２００円１７２,２００円初 任 給

大
学
卒

２７６,８５６円経験１０年
３１６,６００円経験１５年
３４４,６８８円経験２０年

１４０,１００円１４０,１００円初 任 給
高
校
卒

－　経験１０年
２８５,１００円経験１５年
３１２,０５０円経験２０年

（平成２０年４月１日現在）

※高卒経験年数１０年は該当なし。

国福知山市区　　分
１.４０月１.４０月６ 月 期期末

手当
１.６０月１.６０月１２　  月　  期
３.００月３.００月計
０.７５月０.７５月６ 月 期勤勉

手当
０.７５月０.７５月１２　  月　  期
１.５０月１.５０月計
５㌫５㌫主査・主任・係長級（３級）役職

に応
じた
加算

１０㌫１０㌫課長補佐級・課長級（４級、５級）
１５㌫１５㌫次長級・部長級（６級、７級）

（平成２０年度）

支給割合役　職

１０㌫課長補佐級

１２㌫課 長 級

１３㌫次 長 級

１５㌫部 長 級
特別調整額とは、管理・
監督職にあるものに対
して支給する役職手当
のことです。
（支給額＝給料月額×支給割合）

（平成２０年４月１日現在）

勧奨・定年退職自己都合退職区　分

３０.５５月分２３.５月分勤続２０年

４１.３４月分３３.５月分勤続２５年

５９.２８月分４７.５月分勤続３５年

５９.２８月分４７.５月分最高限度額
定年前早期退職特例措置
（２～２０㌫加算）

その他の
加算措置

（平成２０年度）

定年勧奨自己都合１人当た
りの平均
支給額　 ２５０３万３０００円２６０２万７０００円１１８７万８０００円

月　額区　分
８８６,５００円 
（９８５,０００円）市　 長給　

料 ７２０,０００円 
（８００,０００円）副 市 長

４９５,０００円 議 長報　

酬
４４０,０００円 副 議 長
４１０,０００円 議　 員

（平成２０年４月１日現在）

※市長、副市長は平成２０年８月
１日現在の数字で、（　）内は
１０㌫減額措置前の金額です。

（各年４月１日現在）（人）
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カンちゃん　毎週２回出
し と る「燃 や す ご
み」って、どうやって
処分しとるん。

ビンちゃん　環境パーク
のごみ焼却炉で燃や
しとるんや。温度は

８５０度以上と高いんや。
カンちゃん　すごく高い温度で燃えとんやな。
　燃やすごみには、生ごみとか入っとるで、
水気も多いやろ。そしたら、燃えにくくな
るんか。

ビンちゃん　水気の多いごみがたくさん入っ
たら、焼却炉の温度が下がることがあるん
や。そしたら、燃やすスピードを落とした
り、灯油を燃やしたりして、温度が下がら
んようにしとるんや。
　ごみを燃やすときは、８５０度以上の温度

で燃やすように決められとんや。
　高い温度で完全燃焼させると、ダイオキ
シン類などの有害物質の発生を抑えるこ
とができるんや。
カンちゃん　そうなんや。燃やすんもたいへ
　んなんやな。

ビンちゃん　それとごみを出すときに、水気
が多いと重くなって運びにくいし、集める
ときに汁が飛び散るで悪臭の原因にも
なってたいへんなんや。だから、しっかり
水切りをしてほしいんや。

カンちゃん　了解！高温で燃やせるように、
しっかり水気を切って出すわ。

■循環社会形成課循環推進係（℡　２４‐７０７１）

人権シリーズ 認知症への理解を深めましょう

　急速な高齢社会の進行に伴い、認知症の高齢
者の数が急激に増えています。
　認知症の高齢者は、介護する人などによる虐
待や財産を勝手に処分されるなどさまざまな人
権侵害を受けることが多く、大きな社会問題に
なっています。
　わたしたち一人ひとりが認知症についての正
しい知識を持ち、一人の人間として尊重し、認
知症の人や家族を支える手だてを知ることが大
切です。
　認知症は、老化による物忘れとは異なり、い
ろいろな原因により脳細胞が壊れたために精
神・身体活動がスムーズに行えなくなったり、
記憶力や判断力が低下したりして日常生活に支
障をきたすようになるものです。最終的に 徘  徊 

はい かい

などの問題行動を引き起こす場合もあります。
症状は
●記憶力が低下し物事を忘れる。また忘れてい
ること自体が理解できなくなる。
●季節、日にち、時間などがわからなくなる。
●言葉が理解できなくなる。話せなくなる。
　認知症は、大きく分けて２つの型があります。
脳血管障害型
　脳血管疾患などにより（血液が流れなくなっ

た脳細胞が酸素不足・栄養不足を起こして）脳
の機能が低下します。
治療方法／薬により症状を軽くし、進行を遅ら
せることができます。
ポイント／人と交流すること、テレビ、読書、
日記をつけることなどにより脳に刺激を与える
ことや体を動かすことも有効です。
アルツハイマー型
　脳細胞の急速な減少で脳が縮むことにより脳
の機能が低下します。
治療方法／原因は不明。治療法は確立されてい
ませんが、薬により症状をやわらげ進行を遅ら
せることができる場合があります。
ポイント／忘れたことを無理やり思い出させた
り叱ったりしてストレスを与えることは良くあ
りませんので気をつけましょう。

　だれもが認知症になる可能性があります。
　認知症の人や家族には、周囲の温かい見守り
やさりげないサポートが大きな力になります。
　認知症への理解を深めましょう。

■高齢者福祉課（℡　２４‐７０１３・２４‐７０１８）
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※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

国
道
１
７
６
号
を
北
上
し
、

雲
原
に
さ
し
か
か
る
と
右
側
正

面
に
ど
っ
し
り
と
し
た
山
容
を

見
せ
る
の
が
赤
石
ヶ
岳
（
７
３

６
㍍
）
で
す
。
赤
石
岳
と
も
呼

ば
れ
ま
す
が
、
こ
の
名
は
こ
の

山
が
鉄
分
の
含
有
度
が
多
い
赤

茶
色
の
岩
石
が
多
い
と
こ
ろ
か

ら
来
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
赤
石
ヶ
岳
は
見
る
角
度

で
山
容
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

大
江
山
か
ら
見
る
と
見
下
ろ
す

せ
い
か
、
ま
る
で
お
に
ぎ
り
の

よ
う
な
形
で
す
が
、 
与  
謝  
野 
町

よ 

さ 

の

側
か
ら
見
る
と
富
士
山
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
端
整
な
姿
に
見
え

ま
す
。

　

車
な
ら
、
国
道
１
７
６
号
で

与
謝
野
町
の 
加  
悦  
双  
峰 
公
園
入

か 

や 

そ
う 
ぼ
う

り
口
か
ら
約
５
㌔
㍍
の
と
こ
ろ

に
あ
る
加
悦
双
峰
公
園
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
（
旧
大
江
山
憩
い

の
広
場
）
に
駐
車
す
る
と
楽
に

登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
江
山
連
峰
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
独
立
し
た
峰
と

い
う
感
じ
も
し
ま
す
。
頂
上
か

ら
は
３
６
０
度
見

渡
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
眺
め

は
実
に
素
晴
ら
し

く
、
東
は
大
江
山

連
峰
、
西
は 
江  
笠 
山
（
７
２
８

え 

が
さ

㍍
）、北
は
羽
衣
伝
説
で
有
名
な

 
磯
砂 
山
（
京
丹
後
市
大
宮
町
）

い
さ
な
ご

も
見
え
ま
す
。
い
ち
ば
ん
の
見

ど
こ
ろ
は
、
南
側
の
景
色
で
、

 
三  
国 
山
（
５
７
６
㍍
）、 
烏  
帽  
子 

み 

く
に 

え 

ぼ 

し

山
、 
龍  
ヶ  
城 
な
ど
市
内
の
主
要

た
つ 

が 

じ
ょ
う

な
山
々
が
一
望
で
き
ま
す
。
ち

な
み
に
三
国
山
の
名
は
、
こ
の

山
が
か
つ
て
丹
後
・
丹
波
・
但

馬
の
国
境
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
赤
石
ヶ
岳
と
江
笠
山
の

間
の
谷
を
走
る
の
が
国
道
１
７

６
号
で
す
が
、
古
く
は
こ
の
赤

石
ヶ
岳
と
千
丈
ケ
嶽
の
間
の
谷
、

与
謝
野
町
加
悦
の 
山  
河 
へ
の
谷

さ
ん 

ご

が
丹
後
道
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

赤石ケ岳（赤石岳） 
あか いし が たけ 

　島根県 安  来 市の伝統芸能である安来節のどじょう
やす ぎ

すくいを習い始めたのがきっかけで、平成６年に会
を結成し、今年で１５年を迎えます。メンバーは現在、
男性２人、女性８人の１０人です。
　月１回、島根県から先生を迎えて、安来節に合わ
せて踊るどじょうすくいはもちろん、 銭  太  鼓 （竹筒

ぜに だい こ

にお金を入れて音を鳴らす民俗楽器）や傘踊り、ま
たお皿やなべぶた、しゃもじなどを使った楽しい踊
りをたくさん踊っています。民謡民舞全国大会にも
出場しました。
　また、市内や近隣の老人ホームや敬老会、地域の
祭りなどにも招かれることが多く、年間３０回くらい
舞台に立っています。「演じる人」と「見る人」とい
う区切りを払って一緒に楽しんでもらうのが喜びで
す。舞台から客席に降り、逃げたどじょうを探すシー
ンでは、会場内が爆笑の渦に巻き込まれます。
　どじょうすくいは「歩き方半分」というように足
の運び方や腰の高さが決め手となります。１曲踊る
にはすごいエネルギーが必要で、冬にはだしでも寒さを感じないほどです。
　現在メンバー募集中。年齢や性別は問いません。いろいろな人との出会い、ふれあい、笑い
のひとときを一緒に楽しみませんか。

福知山市 

北陵総合センター 

雲原 

国道176号 

赤石ケ岳 

千丈ケ嶽 与謝野町 

山河 

与謝 
トンネル 

江
笠
山 

やすらぎの里 

大江
山連
峰 

N

S

与謝 
トンネル 

加悦双峰公園 
センターハウス 
加悦双峰公園 
センターハウス 

車両通行可 
車両通行不可 

北陵総合センター 

千丈ケ嶽 

市内で活動している 
グループ・団体を紹介します 

福知山安来会 
やす ぎ 


